








　植栽 5 年後の各試験区の平均樹高と平均根元直径を図３に示します。下刈りを全くしていな

い試験区 A では、カラマツの樹高は対照区の６割程度、直径成長は両樹種とも対照区の５割程

度しか成長していません。しかし、試験区 B・C、筋刈区では両樹種で樹高・直径ともに対照区

と比較し 8 割ほどの成長が見られました。このことから従来の半分以下の年数でも、多少の成

長低下で済むことが示唆されました。

　成長低下と育林コストを比較すれば下刈りは１、2 年で切り上げてよいと思われるかもしれま

せんが、周囲の雑草木も考慮する必要があります。 図４は植栽木と雑草木を木本・草本に分けて

高さを示したものです。ヒノキの試験区 B では木本がほぼ同じ高さになっており、翌年には追

い抜かれる可能性が高くなります。カラマツも平均すると 2 倍近く植栽木のほうが高いですが、

一部追い抜かれている個体も見られました。そのため最低でも従来の半分の期間は下刈りを実

施して、その後は雑草木の繁茂状況を見ながら判断するのが望ましいです。植栽木の成長と雑

草木の状況次第ではありますが、回数を減らすことによるコスト削減は可能であることが示さ

れました。た。
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